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東 北 支 社 

  

 

 

 

 郵便事業株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長 鍋倉眞一）は、先に募集しており

ました「第７回 全日本年賀状大賞コンクール」の入賞者を発表いたします。 

 本コンクールは、すべての世代の方々に、年賀状作成を通じて「手紙の良さ」を実感し

ていただくことを主な目的として開催しております。平成２１年１１月１６日（月）から

同年１２月１８日（金）まで作品を募集したところ、東北エリア内では合計５，５９６点、

全国では合計８０，２２４点ものご応募をいただきました。 

 

１１１１    東北東北東北東北エリアエリアエリアエリア内内内内のののの入賞者入賞者入賞者入賞者    

  別紙のとおり 

 

２２２２    東北東北東北東北エリアエリアエリアエリア内応募作品数内応募作品数内応募作品数内応募作品数    

部門 版画部門 絵手紙部門 ことば部門 写真部門 合計 

応募総数（点） 699 4,199 640 58 5,596 

 

３３３３    東北東北東北東北エリアエリアエリアエリア内入賞作品数内入賞作品数内入賞作品数内入賞作品数                     （単位：点）    

賞 版画部門 絵手紙部門 ことば部門 写真部門 計 

文部科学大臣賞 2 － 1 － 3 

奨励賞 7 5 2 4 18 

計 9 5 3 4 21 
 

学校賞 4 校 

    

４４４４    作品作品作品作品のののの公開公開公開公開    
        多くの方々にご覧いただけるよう、以下のとおり、入賞作品を公開します。    

 (1) ゆうびんホームページ全日本年賀状大賞コンクールのページ 

（ http://www.post.japanpost.jp/contest/07/index.html ）において、平成２２年

３月中旬より入賞作品を掲載いたします。 

 

 (2) 逓信総合博物館（ていぱーく（東京都千代田区））では、平成２２年３月１８日（木）

より同年３月３１日（水）まで入賞作品を展示いたします。 

 

第７回 全日本年賀状大賞コンクールの審査結果と作品の公開 

 

http://www.post.japanpost.jp/about/houdou/press/2010/toh_0309_01_b2.pdf


５５５５    表彰表彰表彰表彰についてについてについてについて    

  各部門の文部科学大臣賞、奨励賞及び学校賞については、各学校所在地の支店から、

平成２２年３月末頃までに賞状等を授与させていただく予定です。 

  なお、一般（個人）の受賞者については、賞状等の送付をもって表彰に代えさせてい

ただきます。 

 

６６６６    第第第第７７７７回全日本年賀状大賞回全日本年賀状大賞回全日本年賀状大賞回全日本年賀状大賞コンクールコンクールコンクールコンクールのののの概要概要概要概要    

 (1) 主催 

   郵便事業株式会社 

 (2) 後援 

  文部科学省、社団法人日本版画協会、学校法人日本放送協会学園、 

全国市町村教育委員会連合会、全国連合小学校長会、全日本中学校長会、 

全国高等学校長協会、日本私立小学校連合会、日本私立中学高等学校連合会 

 (3) 募集部門及び募集期間 

募集部門 募集期間 応募区分 

版画部門 

絵手紙部門 

ことば部門 

写真部門 

平成２１年１１月１６日(月） 

～ 

   同年１２月１８日（金） 

●幼児・小学１～３年生 

●小学４～６年生 

●中学生・高校生 

●一般 

    

＜＜＜＜参考参考参考参考＞＞＞＞    

○○○○全国全国全国全国のののの応募作品数応募作品数応募作品数応募作品数    

部門 版画部門 絵手紙部門 ことば部門 写真部門 合計 

応募総数（点） 7,991 60,103 10,739 1,391 80,224 

 

○○○○入賞作品数入賞作品数入賞作品数入賞作品数                          （単位：点） 

賞 版画部門 絵手紙部門 ことば部門 写真部門 計 

年賀状大賞 4 4 4 4 16 

文部科学大臣賞 3 3 3 - 9 

日本郵便賞 1 1 1 4 7 

ＮＨＫ学園賞 4 4 4 4 16 

奨励賞 40 40 39 40 159 

計 52 52 51 52 207 
 

学校賞 101 校 

 
【報道関係の方のお問い合わせ先】 

 郵便事業株式会社 東北支社 総務部 広報担当（青木、高橋）

 電話：０２２－２６７－７６５４ 


